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【主な研究成果】
　構造用アルミニウム合金として広く活用されている5000系アルミニウム合金の一つであるA5083P-Oと1.5GPa級実験室冷間圧延鋼板とを、抵抗スポット溶接法または複動式摩擦攪拌点接合法を用いて、重ね異材接合継手を作製した。そして、その疲労特性について評価した結果、摩擦攪拌点接合法により作製した異材継手の疲労特性は、これまでの抵抗スポット溶接法により作製されたアルミニウム合金の同材継手の疲労特性と同様の傾向を示すことが分かった。また抵抗スポット溶接法により作製した疲労特性は、複動式摩擦攪拌点接合法により作製した疲労特性とは異なる傾向を示し、その主たる要因が、鉄とアルミニウムとの金属間化合物の生成、ならびに残留応力の影響であることが分かった。
　A5083-Oと、射出成形により作製したCFRTPとを、摩擦攪拌点接合法またはレーザ溶着接合法を用いて、重ね異材接合継手を作製した。そして、その疲労特性について評価した結果、摩擦攪拌点接合法で作製された異材継手の疲労特性は、それぞれの金属材料とCFRTPとの接合界面強度が疲労特性の主要因となっており、静的引張せん断強度から推定可能であることが分かった。また、レーザ溶着接合法で作製された異材継手の疲労特性は、金属材料の種類により破壊様式が大きく変化することが分かった。

【今後の展望】
　マルチマテリアル構造設計においては、疲労特性のみならず、腐食疲労特性も重要な継手特性の一つであるため、これまでに明らかにした異材接合継手の疲労破壊メカニズムをもとに、それぞれの異材接合継手の腐食疲労特性における破壊機構を明らかにする予定である。

【具体的な成果】
　●論文
・H. Serizawa, “Evaluation on Joint Performances of Advanced Multi-Material Dissimilar Lap Joints”, Key Engineering Materials, Vol.966, (2023) pp.83-90.
・芹澤　久, 藤田　栄, “鉄鋼材料/アルミニウム合金ウェルドボンド継手の高温多湿腐食疲労特性に関する検討”, 溶接構造シンポジウム2023講演論文集, (2023), pp.378-383.
・浅岡祐貴, 杉本幸弘, 芹澤　久, “FSSWによる金属/CFRTP重ね継手作製時の発熱現象に関する検討”, 溶接構造シンポジウム2023講演論文集, (2023), pp.513-517.
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・菊川直樹, 杉本幸弘, 芹澤　久, “FSSWによるアルミニウム合金/CFRTP重ね継手作製時の樹脂流動現象に関する検討”, 2023年度溶接学会秋季全国大会, 富山大学五福キャンパス総合教育研究棟, 富山, 2023/9/13-15.
・浅岡祐貴, 杉本幸弘, 芹澤　久, “FSSWによる金属/CFRTP重ね継手作製時の発熱現象に関する基礎的検討”, 2023年度溶接学会秋季全国大会, 富山大学五福キャンパス総合教育研究棟, 富山, 2023/9/13-15.
・芹澤　久, 藤田　栄, “アルミニウム合金／CFRTP重ね異材接合・接着継手の腐食疲労特性に関する検討”, 日本金属学会173回大会, 富山大学五福キャンパス, 富山, 2023/09/07-22, 26.
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